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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い

た
渡
航
制
限
が
２
０
２
２
年
３
月
に
大

幅
に
解
除
さ
れ
て
か
ら
1
年
半
を
経
過

し
、
２
０
２
２
年
度
末
の
在
留
外
国
人

数
は
３
０
７
万
４
５
７
８
人
と
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
コ

ロ
ナ
下
で
の
滞
り
の
解
消
を
図
る
勢
い

で
加
速
化
し
て
い
る
。

外
国
人
介
護
人
材
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
３
年
７
月
24
日
の
第
１
回
「
外

国
人
介
護
人
材
の
業
務
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」（
以
下
、
検
討
会
）
資

料
（
図
表
）
に
よ
れ
ば
、
４
つ
の
受
け

入
れ
ル
ー
ト
に
よ
る
在
留
資
格
別
の
在

留
者
数
は
、「
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
・

候
補
者
」
３
２
１
３
人
（
２
０
２
３
年

６
月
１
日
時
点
、
う
ち
介
護
福
祉
士
資

格
取
得
者
１
０
６
９
人
）、
在
留
資
格

「
介
護
」
６
２
８
４
人
（
２
０
２
２
年

12
月
末
時
点
）、「
技
能
実
習
」

１
万
５
０
１
１
人
（
同
年
６
月
末
時

点
）、「
特
定
技
能
」
１
万
９
５
１
６
人

（
２
０
２
３
年
３
月
末
時
点
）
と
な
っ

て
い
る
。
単
純
に
積
み
上
げ
れ
ば
、

４
万
４
０
２
４
人
と
な
る
。

２
０
４
０
年
度
に
２
８
０
万
人
と
い

要
す
る
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
施

設
・
事
業
所
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

現
場
で
の
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

―
―
こ
の
２
つ
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る

の
に
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

進
め
て
き
た
感
が
否
め
な
い
。

２
０
０
８
年
に
受
け
入
れ
開
始
さ
れ

た
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
」、
２
０
１
７
年
に
制
度

化
さ
れ
た
在
留
資
格
「
介
護
」
の
２
つ

は
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
念
頭

に
お
い
た
制
度
設
計
が
な
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
早
急
な
人
材
不
足
解
消

が
求
め
ら
れ
る
昨
今
で
は
、
教
育
育
成

に
手
間
を
要
す
る「
資
格
取
得
あ
り
き
」

の
政
策
だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
、

２
０
１
７
年
の
「
技
能
実
習
」
制
度
見

直
し
、
２
０
１
８
年
の
「
特
定
技
能
」

制
度
創
設
に
至
っ
た
が
、
法
的
根
拠
も

目
的
も
異
な
る
４
つ
の
制
度
下
で
の
外

国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
が
、
現
場

の
混
乱
を
招
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
厚
生
労

働
省
は
受
け
入
れ
制
度
の
相
違
を
踏
ま

え
つ
つ
も
、
外
国
人
の
介
護
福
祉
士
取

得
に
関
す
る
現
状
と
課
題
把
握
に
着
手

し
、
調
査
研
究
報
告
書
を
と
り
ま
と
め

う
介
護
人
材
必
要
数
か
ら
み
れ
ば
小
さ

な
数
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｘ
活
用
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
不
足
対
策

の
一
部
で
あ
る
。
政
府
に
お
い
て
も

「
新
し
い
資
本
主
義
の
加
速
」（「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
３
」
に
お
け
る
柱
の
一
つ
）
と

し
て
、
①
持
続
可
能
な
形
で
の
観
光
立

国
の
復
活
、
②
高
度
人
材
等
の
受
け
入

れ
、
③
技
能
実
習
制
度
お
よ
び
特
定
技

能
制
度
の
在
り
方
の
検
討
―
―
な
ど
を

掲
げ
て
お
り
、
③
に
つ
い
て
は
、
外
国

人
材
の
受
け
入
れ
・
共
生
に
関
す
る
関

係
閣
僚
会
議
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た

「
技
能
実
習
制
度
及
び
特
定
技
能
制
度

の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
（
以

下
、
有
識
者
会
議
）」
に
お
い
て
５
月

11
日
、「
中
間
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
、

現
在
も
最
終
報
告
書
の
と
り
ま
と
め
に

向
け
た
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
。
介
護
分
野
に
つ
い
て
は
前
述
の
検

討
会
が
動
き
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
先
い
ず
れ
か
の
段
階
で
、
外
国
人

介
護
人
材
の
受
け
入
れ
政
策
に
関
す
る

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
介
護
人
材
不
足
に
対
す
る
取

り
組
み
は
、
人
材
資
質
面
で
の
一
つ
の

メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
も
あ
る
介
護
福
祉
士

取
得
に
は
一
定
程
度
の
教
育
と
そ
れ
に

受
け
入
れ
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り

議
論
が
活
発
化

資
格
取
得
・
待
遇
改
善
に
向
け
て

期
待
さ
れ
る
制
度
改
正

外国人介護人材政策の今後
〜「介護福祉士」資格取得に向けて〜
外国人介護人材政策のあり方について、見直し議論が進められている。どのような政策
が求められているのか、人材資質向上の観点から論点や方向性を探る（文：一般社団法
人グローバルカイゴ検定協会政策研究部）。
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図表　外国人介護人材受け入れの仕組み〜４つの受け入れルート

出典：厚生労働省「第 1回外国人介護人材の業務の在り方に関する検討会」（2023 年 7月 24日）資料より

て
い
る
（
２
０
２
２
年
度
老
人
保
健
健

康
増
進
等
事
業
「
外
国
人
介
護
人
材
の

介
護
福
祉
士
取
得
に
向
け
た
調
査
研
究

事
業
」：
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
）。

本
報
告
書
で
は
、「
技
能
実
習
」や「
特

定
技
能
」
は
介
護
福
祉
士
取
得
を
目
途

と
し
た
制
度
で
は
な
い
が
、
①
外
国
人

介
護
人
材
本
人
が
望
む
場
合
に
は
資
格

取
得
支
援
（
学
習
支
援
）
を
講
じ
る
べ

き
で
あ
る
、
②
制
度
的
に
は
在
留
期
限

が
存
在
す
る
も
の
の
、
受
け
入
れ
前
の

学
習
（
日
本
学
習
等
）
か
ら
資
格
取
得

後
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
至
る
ま
で
、
中

長
期
的
な
育
成
期
間
が
必
要
で
あ
る
、

③
こ
れ
ら
は
、
ひ
い
て
は
適
正
な
人
材

資
質
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な

が
る
（
日
本
語
学
習
を
除
け
ば
、
日
本

人
介
護
職
員
も
同
様
）、
④
中
長
期
的

な
人
材
育
成
は
、
教
育
機
関
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
を
中
心
と
し

つ
つ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー（
介

護
事
業
者
、
業
界
団
体
・
職
能
団
体
・

需
給
調
整
機
関
等
、
監
理
団
体
・
登
録

支
援
機
関
、
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
、

日
本
語
教
師
・
教
育
機
関
、
行
政
な
ど
）

が
関
与
す
る
の
が
好
ま
し
い
―
―
と
い

う
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
、
前
述
の
有
識
者
会
議
と
検

討
会
に
お
い
て
報
告
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
た
制
度

改
正
、
施
行
準
備
な
ど
が
行
わ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
有
識
者
会
議
で
は
介

護
分
野
に
限
ら
ず
、
受
け
入
れ
の
あ
り

方
、
転
籍
の
あ
り
方
、
監
理
・
支
援
・

保
護
の
あ
り
方
、
適
正
化
、
日
本
語
能

力
の
向
上
方
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
善

が
期
待
さ
れ
る
。
検
討
会
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
現
場
に
お
け
る
外
国
人
介
護

人
材
の
待
遇
等
に
つ
い
て
何
ら
か
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
の
表
明
が
期
待
さ
れ
る
。

す
で
に
、
介
護
福
祉
士
取
得
に
つ
い
て

の
活
動
は
多
く
の
現
場
で
開
始
さ
れ
て

い
る
が
、
筆
者
は
現
在
の
在
留
者
で
い

え
ば
8
割
に
相
当
す
る
資
格
取
得
を
め

ざ
し
て
い
る
者
へ
の
支
援
が
、
今
こ
そ

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
イ
ゴ

検
定
協
会
は
、
10
月
14
日
に
公
開
セ
ミ

ナ
ー
第
１
弾
と
し
て
「
外
国
人
介
護
人

材
政
策
の
今
後
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
す
る
（
63
ペ
ー
ジ
参
照
）。
外

国
人
介
護
人
材
を
受
け
入
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
予
定
し
て
い
る
介
護
現
場
、

監
理
団
体
・
登
録
支
援
機
関
を
は
じ
め

外
国
人
介
護
人
材
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
に
と
っ
て
、
有
益
な
場

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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